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行動経済学「ナッジ」に関する

研究について

【新宿自治創造研究所】
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本日の報告内容

①行動経済学「ナッジ」とは・・・

② 「ナッジ」を活用した先進事例の紹介

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

④今後の展開の可能性



◆行動科学の知見を活用して、人々の選択肢を奪うことなく、環境

を整えることで、本人や社会にとって望ましい行動をするように

そっと後押しをする手法 Ricard H.Thaler

行動経済学「ナッジ」の概要
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・規制や強制ではなく、選択の自由を残し、個人の意思決
定の自由を尊重する
・経済的なインセンティブを大きく変えることもしないので、
少ない財政コストで可能
・社会的により良い選択を促すことができる

①行動経済学「ナッジ」とは・・・
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（例）足跡マークを活用したソーシャルディスタンス確保ナッジ

①行動経済学「ナッジ」とは・・・

兵庫県尼崎市の商店街における足跡マークナッジ

➡自然と距離が保てるように誘導

尼崎経済新聞『「尼崎版ナッジ・ユニット」設置から3周年「ナッジ理論」
生かし取り組み展開』（「足跡マーク」の様子。ソーシャルディスタンス
のナッジは、ほかの店舗にも波及しているという）, 2021を参考にして
います。
［ https://amagasaki.keizai.biz/photoflash/3360/ ］
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茨城県つくば市の事例：同意書の返送率の向上ナッジ

② 「ナッジ」を活用した先進事例の紹介

封筒の宛名ラベルに明確なメッセージによる行動変容を促す

【結果】（効果検証）
同意書の返送率
・ナッジ介入前（37.7％）

・ナッジ版の封筒（64.2％）
➡約1.7倍の返送率

従来の通知用封筒 ナッジ版の通知用封筒

【ナッジの内容】
・明確で具体的な動作指示
（〇年〇月〇日までにご返送ください）

・印象的、魅力的にする
（メッセージを囲む）

つくば市『封筒のメッセージが返送率に与える影響』を参考にしています。
［ https://www.env.go.jp/content/000047395.pdf ］

【行動プロセスマップ】

通知が

届く

開封

しよう
読もう 理解する

返送

しよう

同意書を

書こう

同意書を

書く

ポストに

投函する

➡封筒にナッジ！開封を促す

＊効果検証では、以下4グループに分け検証
①動作指示を明確化 「〇年〇月〇日までにご返送ください」
②パーソナライズを強調「〇〇さまに大切なお知らせです」
③利得を強調 「避難支援を受けられる可能性があります」
④メッセージなし
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横浜市戸塚区の事例：固定資産税口座振替勧奨ナッジ

② 「ナッジ」を活用した先進事例の紹介

シンプルで明確なメッセージによる行動変容を促す

【結果】（効果検証）
口座振替申込率
・従来版チラシ群（8.4％）

・ナッジ版チラシ群（17.2％）
➡2倍以上の申込率

従来版チラシ ナッジ版チラシ（表面）

【ナッジの内容】
・損失回避メッセージ
・メッセージの簡素化・明確化
・明確で具体的な動作指示

西畑壮哉『政策活用が進む「ナッジ」：税制分野への活用事例』, 2021を参考にしています。
［ https://www.murc.jp/library/column/sn_210819/ ］

＊損失回避とは、人々は同等の利益に比べ
て、損失の方を重視する傾向があることをい
います。

＊効果検証では、以下3グループに分け検証
①ナッジを活用したチラシを送付
②従来のチラシを送付
③何も送付しない
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連携研究：福祉部や健康部との連携

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

①福祉部高齢者支援課
高齢者支援事業におけるナッジの活用

②健康部東新宿保健センター
健康づくりなどに関する情報提供ナッジ

③健康部保健予防課
子どもの予防接種率向上ナッジ
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１．高齢者支援事業におけるナッジの活用
連携先：福祉部高齢者支援課

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

連携研究で対象とする6事業

事業名 対象とする業務（活動） 成果指標の例

①介護者リフレッシュ支援事業 延滞利用料の督促・催告通知 収納率の向上

②一人暮し認知症高齢者への生活支援サービス 延滞利用料の督促・催告通知 収納率の向上

③老人福祉施設への入所等措置 延滞利用料の督促・催告通知 収納率の向上

④成年後見審判請求事務等 親族等へ意見書の作成と返送の依頼 返信率の向上

⑤一人暮し高齢者への情報紙の訪問配布 情報紙の訪問配布と利用意向の確認 返信率の向上

⑥高齢者見守り登録事業 登録事業者の募集と登録勧奨 登録数の増加
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１．高齢者支援事業におけるナッジの活用
連携先：福祉部高齢者支援課

【ナッジの内容】
・動作指示とユニバーサルデザインを活用し、延滞利用料の収納
率の向上と事業の利用勧奨などのための返信率の向上を図る

①郵送封筒へのナッジ「動作指示のメッセージ」を追加
②案内文・通知文へのナッジ「ユニバーサルデザイン」の活用

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

ナッジ介入前：郵送封筒（左）と
通知文（督促）の案（右）

＊ユニバーサルデザイン（UD：universal design）とは、年齢
や性別、障害などの有無、文化・言語・国籍・能力などの個
人の違いに関わらず、できるだけ多くの人々が利用できる
ことを目的とした建築・製品・情報などの設計（デザイン）の
ことをいいます。
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１．高齢者支援事業におけるナッジの活用

ナッジ介入後：①郵送封筒へのナッジ

➡郵送封筒自体に開封の動作指示メッセージを追加

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

提案した内容（例：4）対象者名の明示） 高齢者支援課が採用した内容

追加するメッセージ(案)
1) なし（現状通り）
2) 内容のみ
3) 期限の明示（動作指示）
4) 対象者名の明示（パーソナライズ）
5) 損得の明示（利得）

〇〇さまに大切なお知らせです

（追加するメッセージ） （例）

4）
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１．高齢者支援事業におけるナッジの活用

ナッジ介入後：②案内文・通知文へのナッジ「ユニバーサルデザイン」の活用

➡案内文・通知文を見やすくする工夫として、ユニバーサルデザインを活用

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

督促 督促

ナッジ介入前：通知文（案）（督促） ナッジ介入後（提案した内容）：通知文（案）（督促）

すべて、明朝体 13ポイント

・文字フォントをゴシック体、
太字に変更

・現状の文書で強調されている
重要情報(支払期限、連絡先)
を赤字に変更
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１．高齢者支援事業におけるナッジの活用
【効果検証期間】
令和5（2023）年11月から令和6（2024）年1月まで（3か月間）

【方法】
①文字フォントを明朝体からゴシック体に変更した通知文・案内文を作成
②郵送封筒に「高齢者支援課からの大切なお知らせ」のメッセージを追加
③ナッジ介入前後の3か月平均（実績）を比較
【結果】
ナッジ介入前と比較し、収納率や返信率が向上

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

事業名
ナッジ介入前
3か月平均

ナッジ介入後
3か月平均

ナッジの効果

介護者リフレッシュ支援事業 86.64％ 87.97％ 効果

一人暮し認知症高齢者への生活支援サービス 75.09％ 82.95％ 効果

老人福祉施設への入所等措置 91.16％ 93.11％ 効果

成年後見審判請求事務等 80.58％ 81.25％ 効果

＊「一人暮し高齢者への情報紙の訪問配布」と「高齢者見守り登録事業」については、効果検証の設計ができなかったため、除外しています。

＊事業の実績は、人数ベースで、ナッジ介入前は令和5年6.7.8月利用分、ナッジ介入後は令和5年9.10.11月利用分の収納率（督促期限内の
収納済者数÷調定件数）により算出しています。
なお、成年後見審判請求事務等は、各月の返信率（返信済意見書の総数÷送付済意見書の総数）により算出しています。
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２．健康づくりなどに関する情報提供ナッジ

連携先：健康部東新宿保健センター

【ナッジの内容】

・二重過程理論と視線誘導を活用し、資料やチラシ（パンフレット）などを効
果的に配置することで、来訪者と職員にとって、見やすく・探しやすくする

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

ナッジ介入前：チラシやパンフレットなどのラック配置
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２．健康づくりなどに関する情報提供ナッジ
ナッジとして活用した「二重過程理論」と「視線誘導」

①システム１で気づく

②システム２で探索する

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

【二重過程理論】

システム1

高速的、無意識的 → 即座の行動に
結び付きやすい

システム2

低速的、意識的 → 熟慮しての行動に
結び付きやすい

【視線誘導】

見る側の視線の流れをコントロールし、その
視線の流れに情報を並べ、伝えたいことを
伝える手法

「Zの法則」

視線を「Ｚ」型に移動させて、全体を見てもら
うための手法

「Zの法則」の例



15

２．健康づくりなどに関する情報提供ナッジ

ナッジ介入後：チラシやパンフレットなどのラック配置（例）

視線誘導による
視線の流れ

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

チラシの上部が
見えるように配置
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２．健康づくりなどに関する情報提供ナッジ

【効果検証期間】
令和5（2023）年12月1日から令和6（2024）年1月31日まで（2か月間）

【方法】
特定のチラシやパンフレットなどを選択し、減少枚数を計測
【結果】
ナッジ介入前と比較し、チラシやパンフレットなどの大幅な減少
➡ナッジとしての視線誘導の有効性を示唆

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

選択した特定のチラシやパンフレットなど 令和5年12月 令和6年1月 ナッジの効果

「体の健康」エリア：がん検診の案内 2枚 4枚 効果

「女性の健康」エリア」：妊娠期の食事 5枚 9枚 効果

「子育て」エリア：新宿区認可保育園等申込み手引き 3枚 11枚 効果
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３．子どもの予防接種率向上ナッジ
連携先：健康部保健予防課

【ナッジの内容】
・視線誘導と動作指示を活用し、麻しん・風しん混合ワクチン接種
第2期の接種率の向上を図る

①ワクチン接種案内文へのナッジ「視線誘導の活用」
②郵送封筒へのナッジ「動作指示のメッセージ」を追加

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

ナッジ介入前：麻しん・風しん第2期
予防接種案内文の構成（一部抜粋）
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３．子どもの予防接種率向上ナッジ

ナッジ介入後（提案内容）：①ワクチン接種案内文へのナッジ

➡ 「視線誘導」（自然な視線の流れ）を活かした配置

➡具体的なワクチン情報を追加

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究
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３．子どもの予防接種率向上ナッジ

ナッジ介入後（提案内容）：②郵送封筒へのナッジ

➡郵送封筒自体に開封の動作指示メッセージを追加

➡同封されている案内文の内容の概要を把握できるようにメッセージを
追加

開封の動作指示

案内文の内容の概要

③新宿区における「ナッジ」を活用した連携研究

すぐに開封して申込みましょう

麻しん・風しんワクチン接種の案内です
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ナッジとＥＢＰＭ

④今後の展開の可能性

ナッジを活用すると、想定通りの効果がある
（活用・実施しようとするナッジの有効性に関する根拠が明示されているため）

↕

根拠に基づいてナッジを政策現場で展開していく

ナッジの政策活用は、EBPMと両輪で進めていく必要性

EBPM

ナッジ

EBPMとは、Evidence-Based Policy Makingの略称で、エビデンス（証拠・根拠）に基づく、政策立案のことをいいます。

佐々木周作『ナッジ』, 総務省 Data StaRt（地方公共団体のためのデータ利活用支援サイト）EBPM活用塾を参考にしています。
［ https://www.stat.go.jp/dstart/point/lecture/08.html ］


